
正法寺蔵『夏冬首座記帳』

― 171 ―

　
　
　
正
法
寺
蔵
『
夏
冬
首
座
記
帳
』
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員　
　

尾
﨑
　
正
善

　
　
　
は
じ
め
に

　

岩
手
正
法
寺
は
、
峨
山
禅
師
二
十
五
哲
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
無
底
良
韶
（
一
三
一
三
～
六
一
）
を
開
祖
と
し
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か

け
て
は
「
奥
羽
二
州
の
僧
録
寺
院
」
・
「
出
世
道
場
」
と
し
て
発
展
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
期
は
独
立
本
山
と
し
て
の
格
を
失
い
、
ま

た
、
總
持
寺
の
筆
頭
末
寺
と
な
り
緋
衣
着
用
の
資
格
も
失
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
曹
洞
宗
教
団
が
東
北
地
方
で
展
開
し
て

ゆ
く
上
で
の
拠
点
寺
院
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
期
に
は
紆
余
曲
折
を
見
る
正
法
寺
に
は
、
そ
の
長
い
歴
史
を
記
録
し
た
多
く
の
史
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
今
回
紹
介
す
る
『
夏
冬
首
座
記
帳
』
で
あ
る
。

　

本
史
料
は
、
正
法
寺
に
お
い
て
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま
で
、
約
百
年
間
に
わ
た
り
、
首
座
を
勤
め
た

修
行
僧
の
名
簿
で
あ
り
、
そ
の
数
は
、
二
一
三
名
に
上
る
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
こ
の
よ
う
な
名
簿
が
作
成
さ
れ
る
契
機
と
も
い
え
る
、
常

居
会
地
認
可
の
過
程
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

本
史
料
紹
介
を
通
し
て
、
常
居
会
地
認
可
ま
で
の
経
緯
と
、
首
座
を
勤
め
た
修
行
僧
が
ど
の
様
な
僧
侶
で
あ
っ
た
か
確
認
し
て
み
た

い
。
そ
こ
に
は
、
正
法
寺
の
江
戸
期
の
様
相
、
位
置
付
け
、
さ
ら
に
は
首
座
の
人
材
確
保
と
い
う
、
当
時
の
実
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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一
、
正
法
寺
常
居
会
地
認
可
の
経
緯

　

『
夏
冬
首
座
記
帳
』
の
冒
頭
に
は
、
正
法
寺
が
常
居
会
地
に
認
可
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
三
法
幢
地
に
関
し
て
は
、
岡
田
宜
法
『
洞
門
政
要
』
「
第
三
篇
寺
格
・
第
一
章
宗
門
寺
格
・
第
一
節
三
法
幢
地
」
に
お
い
て
、

江
戸
期
の
実
状
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
法
寺
の
箇
所
を
確
認
し
て
も
、
法
幢
許
可
の
年
月
日
は
未
詳
と
さ
れ
る
。

（
同
書
、
六
一
六
頁
）

  

『
奥
州
曹
洞
の
古
刹　

大
梅
拈
華
山　

円
通
正
法
寺
』
（
平
成
二
十
一
年
）
の
年
譜
に
は
、
随
意
会
地
・
常
恒
会
地
認
可
が
何
時
行
わ

れ
た
か
明
記
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）　

八
月
三
日
、
定
山
和
尚
代
、
「
貧
地
に
付
、
随
意
会
地
」
と
な
る
。
（
四
五
頁
）

明
和　

元
年
（
一
七
六
四
）　

正
月
二
四
日
、
願
い
に
よ
り
、
六
二
年
の
歳
月
を
経
て
三
十
五
世
大
東
文
雅
和
尚
代
、
「
常
恒
会
地
」

の
免
牘
を
受
け
る
。
（
四
九
頁
）

　

今
回
確
認
さ
れ
た
『
夏
冬
首
座
記
帳
』
の
記
録
は
、
以
上
の
内
容
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
詳
し
い
手
続
き
の
経
緯
、

江
戸
表
（
寺
社
奉
行
）
、
関
三
刹
、
永
平
寺
・
總
持
寺
、
さ
ら
に
仙
台
四
ケ
寺
へ
の
挨
拶
・
交
渉
が
時
系
列
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
記
録
は
、
常
恒
会
地
認
可
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
宗
門
行
政
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
正
法
寺
は
、
東
北
地
方
の
中
心
的
寺
院
で
あ
る
の
で
多
く
の
修
行
僧
を
有
し
て
い
た
と
想
像
し

て
い
た
が
、
実
際
に
は
「
僧
録
・
出
世
道
場
」
と
し
て
の
機
能
が
主
で
、
弟
子
の
育
成
に
重
き
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
が
結
果
的
に
、
江
戸
初
期
に
お
い
て
は
、
三
法
幢
地
に
認
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
と
想
像
さ
れ
る
（
１
）。
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二
、
首
座
の
傾
向
・
特
色
に
つ
い
て

　

次
に
正
法
寺
の
首
座
名
簿
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
内
容
、
首
座
の
傾
向
や
特
色
を
論
じ
て
見
た
い
。
な
お
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字

は
、
首
座
の
該
当
番
号
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
記
録
内
容

　

記
録
の
形
式
は
、
以
下
の
写
真
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　

先
ず
、
年
号
干
支
が
一
行
記
さ
れ
、
次
に
、

夏･

冬
の
順
番
で
首
座
の
情
報
が
記
録
さ
れ
る
。

ま
た
、
年
号
の
箇
所
は
、
時
代
が
下
る
と
「
夏
・

冬
」
と
二
回
記
さ
れ
る
例
や
、
そ
の
年
の
正
法
寺

に
お
け
る
入
院
や
客
殿
の
造
営
、
ま
た
改
元
に
つ

い
て
な
ど
が
記
さ
れ
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
。

　

記
載
内
容
は
、
出
身
地
・
師
僧
寺
院
所
在
地
・

師
僧
寺
・
師
僧
名
、
そ
し
て
最
後
に
首
座
名
が
記

録
さ
れ
る
。
こ
の
形
式
は
百
年
間
同
一
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
正
法
寺
結
制
に
お
い
て
首
座
を
務
め

た
修
行
僧
の
実
態
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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た
だ
し
、
師
僧
名
や
寺
院
名
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
例
も
あ
る
。

　

ま
た
、
本
資
料
を
読
み
解
く
前
提
と
し
て
、
こ
の
『
首
座
記
帳
』
に
記
録
さ
れ
る
「
首
座
」
と
は
、
い
か
な
る
修
行
僧
な
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
「
首
座
」
を
務
め
る
修
行
僧
と
し
て
ま
ず
想
定
さ
れ
る
の
が
、
岩
手
正
法
寺
に
お
い
て
出
家
し
、
本
叢
林
で
修
行
を
積
み

重
ね
、
結
果
首
座
を
務
め
た
場
合
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
出
身
地
は
記
さ
れ
て
も
、
師
僧
寺
院
名
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、
他
所
で
出
家
・
修
行
し
、
長
年
の
遍
参
の
末
に
正
法
寺
に
至
り
、
首
座
の
位
に
就
い
た
修
行
僧
と
い
う
場
合

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
当
然
出
身
地
・
師
僧
寺
院
名
は
必
要
と
な
ろ
う
。

　

最
後
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、
江
湖
会
を
開
く
た
め
に
、
首
座
を
要
請
さ
れ
て
、
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
、
も
し
く
は
派
遣
さ
れ
た
修
行

僧
の
可
能
性
で
あ
る
。
特
定
の
寺
院
か
ら
集
中
的
に
、
さ
ら
に
短
期
間
に
複
数
回
認
め
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
本
書
の
記
録
か
ら
想
定
さ
れ
る
の
は
、
最
後
の
形
式
で
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
江
湖
会
は
、
現
在
の
よ
う
に
外
部
か
ら
首
座

を
招
聘
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
師
僧
寺
院
所
在
地
・
師
僧
寺
・
師
僧
名
を
記

録
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
う
し
た
可
能
性
を
想
定
し
、
他
の
資
料
と
の
比
較
を

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
（
二
）
寺
院
国
別

　

首
座
の
出
身
地
及
び
師
僧
寺
の
国
別
の
傾
向
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
出
身
地
と
出
身
寺
院
（
師
僧
寺
）
が
同
一
の
場
合
が
多
い
。
し

か
し
、
最
初
に
記
さ
れ
る
出
身
地
は
三
河
や
尾
張
で
あ
る
が
、
師
僧
寺
が
武
州
江
戸
、
武
州
足
立
郡
等
の
例
も
確
認
で
き
る
。
寺
院
間
の

交
流
も
考
慮
し
、
出
身
地
で
は
な
く
師
僧
寺
の
地
名
別
と
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
一
覧
で
あ
る
。
（
国
名
表
記
は
、
統
一
を
図
っ
た
）

一
人
―
安
房
・
伊
豆
・
上
総
・
紀
伊
・
上
野
・
下
野
・
丹
後
・
長
門
・
肥
後
・
備
中
・
伯
耆
・
山
城
・
大
和
・
若
狭
（
十
四
ヶ
国
）
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二
人
―
出
雲
・
石
見
・
近
江
・
加
賀
・
駿
河
・
摂
津
・
但
馬
・
肥
前
・
松
前
（
九
ヶ
国
）

三
人
―
壱
岐
・
信
濃
・
能
登
・
越
中
（
四
ヶ
国
）

四
人
―
甲
斐
・
相
模
・
周
防
・
遠
江
（
四
ヶ
国
）

五
人
―
伊
勢
・
越
後
（
二
ヶ
国
）

六
人
―
豊
前

九
人
―
出
羽
・
武
蔵
（
二
ヶ
国
）

一
一
人
―
美
濃

三
〇
人
―
尾
張

七
八
人
―
陸
奥  　
　

（
以
上
、
三
十
九
ヶ
国
、
二
百
十
三
人
）

　

ま
ず
、
陸
奥
の
国
が
約
三
分
の
一
を
占
め
最
多
な
の
は
、
地
元
で
距
離
が
近
い
こ
と
か
ら
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
細
か
く
は
閉
伊

郡
・
和
賀
郡
・
稗
貫
郡
・
岩
手
郡
盛
岡
な
ど
現
在
の
岩
手
県
が
主
で
あ
る
が
、
伊
達
郡
（
福
島
県
）
に
ま
で
い
た
る
現
在
の
東
北
地
方
の

東
半
分
全
域
に
亘
る
。

　

近
い
地
域
と
し
て
は
、
同
じ
東
北
の
出
羽
の
人
数
が
意
外
と
少
な
い
と
感
じ
る
。
こ
れ
は
門
派
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
有
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
尾
張
・
美
濃
、
そ
し
て
伊
勢
・
遠
江
と
い
う
東
海
地
域
が
多
い
の
は
意
外
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
だ
け
で
四
分
の
一

を
占
め
る
。
特
に
尾
張
は
、
三
十
人
と
突
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
肥
前
・
肥
後
・
豊
前
な
ど
は
回
数
は
少
な
い
が
、
九
州
地
方
か
ら
も
正
法
寺
に
参
学
し
て
い
た
。
確
認
で
き
な
い
の
は
、
僅
か

に
四
国
地
方
だ
け
で
あ
り
、
首
座
の
出
身
寺
院
が
、
全
国
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
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（
三
）
時
代
ご
と
の
変
遷

　

次
に
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
首
座
の
傾
向
に
時
代
ご
と
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
か
確
認
し
て
み
た
い
。

　

一
七
六
五
年
か
ら
一
八
七
一
年
ま
で
の
百
七
年
間
、
二
百
十
三
人
な
の
で
、
便
宜
的
に
、
①
一
七
六
五
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
の
十
六
年

間
・
三
十
二
人
、
②
一
七
八
一
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
の
二
十
年
間
・
四
十
人
、
③
一
八
〇
一
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
四
十
人
、
④

一
八
二
一
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
の
四
十
人
、
⑤
一
八
四
一
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
四
十
人
、
⑥
一
八
六
一
年
か
ら
七
一
年
ま
で
の
十
一
年

間
・
二
十
一
人
、
と
い
う
六
つ
の
時
代
に
区
切
っ
て
そ
の
傾
向
を
確
認
し
た
。

　

①
一
七
六
五
年
～
八
〇
年
（
十
六
年
間
・
三
十
二
人
）

　
　

美
濃
・
八
人
、
武
蔵
・
四
人
、
甲
斐
・
加
賀
・
相
模
・
遠
江
・
二
人

　
　

出
雲
・
越
後
・
越
中
・
近
江
・
上
野
・
信
濃
・
周
防
・
但
馬
・
丹
後
・
伯
耆
・
豊
前
・
陸
奥
・
一
人

　

②
一
七
八
一
年
～
一
八
〇
〇
年
（
二
十
年
間
・
四
十
人
）

　
　

豊
前
・
五
人
、
出
羽
・
武
蔵
・
四
人
、
壱
岐
・
陸
奥
・
三
人

　
　

伊
勢
・
越
後
・
甲
斐
・
駿
河
・
肥
前
・
二
人

　
　

安
房
・
伊
豆
・
尾
張
・
上
総
・
紀
伊
・
相
模
・
周
防
・
摂
津
・
但
馬
・
長
門
・
大
和
・
一
人

　

③
一
八
〇
一
年
～
二
〇
年
（
二
十
年
間
・
四
十
人
）

　
　

尾
張
・
陸
奥
・
一
二
人

　
　

石
見
・
遠
江
・
能
登
・
美
濃
・
二
人
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出
雲
・
越
中
・
相
模
・
信
濃
・
下
野
・
周
防
・
備
中
・
若
狭
・
一
人

　

④
一
八
二
一
年
～
四
〇
年
（
二
十
年
間
・
四
十
人
）

　
　

陸
奥
・
十
八
人
、
尾
張
・
十
人

　
　

伊
勢
・
三
人
、
出
羽
・
二
人

　
　

越
後
・
越
中
・
信
濃
・
周
防
・
能
登
・
美
濃
・
山
城
・
一
人

　

⑤
一
八
四
一
年
～
六
〇
年
（
二
十
年
間
・
四
十
人
）

　
　

陸
奥
・
三
十
人
、
尾
張
・
六
人

　
　

越
後
・
摂
津
・
出
羽
・
武
蔵
・
一
人

　

⑥
一
八
六
一
年
～
七
一
年
（
十
一
年
間
・
二
十
一
人
）

　
　

陸
奥
・
十
四
人

　
　

出
羽
・
松
前
・
二
人

　
　

近
江
・
尾
張
・
肥
後
・
一
人

　

最
初
の
①
の
時
代
で
は
、
陸
奥
は
僅
か
に
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
時
代
ご
と
に
②
三
人
・
③
十
二
人
・
④
十
八
人
・
⑤
三
十
人
、
そ

し
て
⑥
十
四
人
と
確
実
に
増
え
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
正
法
寺
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
、
当
時
の
政
治
・
経
済
状
勢
、
さ
ら
に
宗

門
内
で
遠
方
よ
り
首
座
を
招
聘
で
き
な
く
な
っ
た
可
能
性
な
ど
が
、
想
定
さ
れ
る
。
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（
四
）
出
身
地
と
師
僧
寺
地
が
異
な
る
例

　

次
に
、
修
行
僧
自
身
の
動
向
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
本
資
料
に
お
い
て
は
、
出
身
地
が
ま
ず
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
身
の

出
自
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
貫
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
と
同
時
に
、
修
行
し
た
寺
院
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も

出
身
地
で
は
な
い
。
数
は
多
く
な
い
が
、
出
身
地
と
師
僧
寺
地
が
異
な
る
例
を
通
し
て
、
当
時
の
僧
侶
の
動
向
を
確
認
し
て
見
た
い
。

　

２　

石
見
産　
　
　

伯
州
会
見
郡
小
松
村
雲
光
寺
梅
堂
長
老
徒

９　

参
河
産　
　
　

武
州
江
戸
深
川
越
中
嶋
大
原
寺
大
休
長
老
徒

18　

尾
張
産　
　
　

武
州
下
足
立
郡
伊
興
村
薬
師
寺
寛
量
長
老
徒

23　

美
濃
産　
　
　

武
州
下
足
立
郡
伊
興
村
薬
師
寺
寛
量
長
老
徒

90　

越
前
産　
　
　

遠
州
豊
田
郡
牛
飼
村
大
福
寺
秀
仙
長
老
徒

108　

尾
州
産　
　
　

濃
州
池
田
郡
脛
永
村
法
幢
寺
天
桂
長
老
徒

116　

尾
張
産　
　
　

濃
州
恵
那
郡
正
家
村
圓
通
寺
瑞
苗

123　

羽
州
村
山
産　

奥
州
東
山
黄
海
邑
寶
珠
寺
祖
峰
長
老
徒

124　

三
州
産　
　
　

南
部
稗
貫
郡
大
迫
邑
桂
林
寺
全
提
長
老
徒

125　

越
後
産　
　
　

信
州
高
井
郡
桜
沢
邑
藤
與
寺
良
海
長
老
徒

150　

三
州
産　
　
　

越
後
蒲
原
郡
久
保
田
村
太
總
寺
良
碩
長
老
徒

　

以
上
、
十
一
例
で
あ
る
。
全
体
か
ら
み
る
と
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
、
割
合
か
ら
す
る
と
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
首
座
の
た
め
に
遠
く

移
動
す
る
と
い
う
今
回
の
名
簿
か
ら
み
る
と
、
修
行
の
初
期
の
段
階
で
は
、
地
元
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
う
し
た
中
、
石
見
か
ら
伯
耆
、
尾
張
か
ら
美
濃
、
奥
羽
か
ら
陸
奥
、
越
後
か
ら
信
濃
は
、
隣
の
国
で
あ
る
が
、
尾
張
・
美
濃
か
ら
武

蔵
、
越
前
か
ら
遠
江
、
三
河
か
ら
武
蔵
・
南
部
・
越
後
な
ど
の
例
は
、
当
時
の
参
学
修
行
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
五
）
首
座
の
出
身
寺
院

　

次
に
、
複
数
回
記
さ
れ
る
寺
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
二
百
十
三
人
の
出
身
寺
院
を
見
る
と
、
述
べ
百
七
十
ヶ
寺
（
不
明
一

人
）
で
あ
り
、
二
回
以
上
の
複
数
回
名
前
が
上
が
る
の
は
、
十
八
ヶ
寺
、
六
十
人
で
あ
る
。
残
り
の
百
五
十
二
ヶ
寺
は
一
人
の
み
で
あ
る
。

　

回
数
の
多
い
順
に
見
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
。　

（
一
人
の
み
の
寺
院
は
割
愛
）

　

尾
張
・
知
多
郡
大
野　
　
　
　
　
　

齊
年
寺　
　

十
一
回

　

陸
奥
・
南
部
稗
貫
郡
大
槌
村　
　
　

江
岸
寺　
　

七
回

　

陸
奥
・
南
部
和
賀
郡
立
花
村　
　
　

正
蔵
寺　
　

五
回

　

陸
奥
・
岩
手
郡
盛
岡　
　
　
　
　
　

永
祥
院　
　

四
回

　

豊
前
・
企
救
郡
小
倉
城
下　
　
　
　

宗
玄
寺　
　

四
回

　

陸
奥
・
南
部
領
閉
伊
郡
綾
織
邑　
　

光
明
寺　
　

三
回

　

陸
奥
・
南
部
閉
伊
郡
津
軽
石
村　
　

瑞
雲
寺　
　

三
回

　

陸
奥
・
南
部
花
巻
和
賀
郡
太
田
村　

昌
歓
寺　
　

三
回

　

松
前
・
福
山
城　
　
　
　
　
　
　
　

龍
雲
院　
　

二
回　

　

陸
奥
・
南
部
和
賀
郡
皿
木
邑　
　
　

永
昌
寺　
　

二
回

　

陸
奥
・
南
部
閉
伊
郡
橘
野
村　
　
　

林
宗
寺　
　

二
回

　

陸
奥
・
南
部
和
賀
郡
黒
沢
尻    　
　

染
黒
寺　
　

二
回
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陸
奥
・
南
部
岩
手
郡
盛
岡
城
下    　

東
顕
寺　
　

二
回

　

武
州
・
下
足
立
郡
伊
興
村　
　
　
　

薬
師
寺　
　

二
回

　

駿
河
・
駿
東
郡
獅
子
浜
村　
　
　
　

楞
厳
院　
　

二
回

　

尾
張
・
知
多
郡
河
和
邑　
　
　
　
　

全
忠
寺　
　

二
回

　

尾
張
・
知
多
郡
寺
本
村　
　
　
　
　

大
祥
院　
　

二
回

　

伊
勢
・
一
志
郡
大
阿
坂
村　
　
　
　

浄
眼
寺　
　

二
回

　

最
も
多
い
の
が
、
尾
張
・
齊
年
寺
の
十
一
回
で
、
他
に
ぬ
き
ん
で
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
時
期
を
見
る
と
、
79
逸
鱗
（
一
八
〇
四
年
）
、
83
雷
喚
（
一
八
〇
六
年
）
、
86
篤
宗
（
一
八
〇
七
年
）
、

107
寛
陵
（
一
八
一
八
年
）
、

110

瑞
峰
（
一
八
一
九
年
）
、

112
越
宗
（
一
八
二
〇
年
）
、

117
寂
宥
（
一
八
二
三
）
、

126
黙
底
（
一
八
二
七
年
）
、

139
東
中
（
一
八
三
四
年
）
、

141
全
用

（
一
八
三
五
年
）
、

188
驢
年
（
一
八
五
八
）
と
な
る
。

188
驢
年
を
除
い
た
十
一
人
は
、
時
期
が
集
中
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
特
に

107
寛
陵
・

110
瑞
峰
・

112
越
宗
は
、
三
年
連
続
で
あ
り
、
他
も
連
続
か
、
数
年
お
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
師
僧
は
、
黙
定
が
七
回
と
突
出
し
、
次
い
で
歓
兮
が
二
回
と
な
り
、
両
者
に
は
大
き
な
偏
り
が
あ
る
。
ま
た

126
黙
底
は
、

188
驢

年
の
師
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
黙
定
の
弟
子
の
黙
底
は
、
正
法
寺
で
首
座
を
勤
め
た
後
、
齊
年
寺
の
住
持
に
な
り
、
そ
の
弟
子
の
驢
年
が
正

法
寺
の
首
座
を
勤
め
て
い
る
。

　

同
じ
よ
う
な
例
が
、
正
蔵
寺
に
も
確
認
で
き
る
。
五
人
の
内
、
崑
山
が
師
僧
を
勤
め
る
の
は
、

128
禅
戒
、

135
泰
嶺
、

158
東
玄
の
三
回
。

そ
し
て
、

128
禅
戒
が
、

172
玉
峰
の
師
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
相
互
間
系
を
見
る
と
、
師
の
個
人
的
な
繋
が
り
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
正
法
寺
を
中
心
と

し
た
、
陸
奥
の
寺
院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
首
座
が
招
聘
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
個
人
的
な
結
び
つ
き
の
中
か
ら
選
ば
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れ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
三
回
ま
で
の
寺
院
は
、
陸
奥
・
江
岸
寺
の
七
回
、
陸
奥
・
正
蔵
寺
の
五
回
、
陸
奥
・
永
祥
院
の
四
回
、
陸
奥
・
光
明
寺
・
瑞

雲
寺
・
昌
歓
寺
の
三
回
と
や
は
り
陸
奥
が
多
い
の
は
、
地
域
的
な
繋
が
り
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
豊
前
・
宗
玄
寺

の
四
回
は
注
目
さ
る
。

　
　
（
六
）
末
寺･

孫
末
寺
、
無
底
派
と
の
関
係

　

先
に
、
首
座
が
招
聘
さ
れ
た
背
景
に
、
個
人
的
な
繋
が
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
次
ぎ
に
正
法
寺
を
中
心
と
し
た
、
陸

奥
の
寺
院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
末
寺
・
孫
末
寺
院
、
無
底
派
の
関
係
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

『
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
』
（
三
一
二
頁
）
を
参
照
し
、
正
法
寺
の
末
寺
・
孫
末
寺
院
数
を
調
べ
る
と
、
末
寺
は
八
十
ヶ
寺
、
孫

末
は
八
十
八
ヶ
寺
に
上
る
。
さ
ら
に
そ
の
関
係
末
寺
は
七
十
五
ヶ
寺
も
存
す
る
。
末
寺
・
孫
末
寺
院
か
ら
の
首
座
は
、
末
寺　

十
二
人

（
九
ヶ
寺
）
、
孫
末
寺
十
一
人
（
六
ヶ
寺
）
だ
け
で
あ
り
、
他
の
関
係
末
寺
か
ら
の
首
座
は
確
認
で
き
な
い
。
合
計
す
る
と
二
十
三
人
で

あ
り
、
全
体
の
一
割
と
い
え
る
。
こ
の
人
数
は
、
か
な
り
少
な
い
印
象
を
持
つ
。

　

具
体
的
に
末
寺
か
ら
の
首
座
は
、
以
下
の
十
二
人
で
あ
る
。

　

55
知
音
・
蔵
堅
寺
、
85
素
法
・
龍
雲
寺
、
89
海
運
・
万
松
寺
、
98
徳
岩
・
菅
生
院
、

114
禅
山
・

129
金
牛
・

154
良
宗
・
昌
歓
寺
、

118
白

禅
・

119
紹
栄
・
東
顕
寺
、

120
法
泉
・
正
重
寺
、

205
柏
真
・
高
金
寺
、

213
良
順
・
龍
徳
寺

　

注
目
す
べ
き
は
、
三
人
の
首
座
を
出
し
た
昌
歓
寺
と
、
三
人
（

118
白
禅
・

119
紹
栄
・

120
法
泉
）
続
け
て
末
寺
か
ら
首
座
が
出
て
い
る
時

期
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
昌
歓
寺
の
師
僧
は
、
全
て
探
中
で
あ
り
、
彼
が
意
図
し
て
首
座
を
提
供
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
三
人

続
け
て
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
だ
け
の
も
の
で
、
百
年
を
通
し
て
唯
一
確
認
で
き
る
事
例
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
孫
末
寺
院
か
ら
の
首
座
は
、
以
下
の
十
一
人
で
あ
る
。
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81
仙
山
・
松
山
寺
（
大
慈
寺
末
）
、

140
圓
中
・
泉
徳
寺
（
瑞
徳
寺
末
）
、

126
禅
戒
・

135
泰
嶺
・

158
東
玄
・

172
玉
峰
・

182
玄
志
・
正
蔵
寺

（
瑞
興
寺
末
）
、

161
圓
珠
・

206
祖
恩
・
永
昌
寺
（
瑞
興
寺
末
）
、

178
玉
祥
・
円
通
寺
（
瑞
興
寺
末
）
、

186
恵
晃
・
正
傳
寺
（
東
顕
寺
末
）

　

注
目
は
、
正
蔵
寺
か
ら
の
五
人
と
、
さ
ら
に
そ
の
関
係
す
る
瑞
興
寺
末
を
加
え
る
と
合
計
八
人
と
な
り
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
孫
末
寺
院
だ
か
ら
と
い
う
理
由
よ
り
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
師
僧
の
個
人
的
な
繋
が
り
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
正
法
寺
系
で
複
数
名
が
上
が
る
寺
院
は
、
正
蔵
寺
の
五
回
、
昌
歓
寺
の
三
回
、
永
昌
寺
・
東
顕
寺
の
二
回
だ
け

で
あ
り
、
偏
り
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
知
多
郡
齊
年
寺
は
、
乾
坤
院
の
系
統
で
太
源
派
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
回
の
稗
貫
郡
江
岸
寺
は
、
盛
岡
報
恩
寺
末
で
通

幻
派
、
四
回
の
盛
岡
永
祥
院
も
、
三
戸
郡
法
光
寺
末
で
同
じ
く
通
幻
派
で
あ
る
。
豊
前
宗
玄
寺
は
、
大
中
寺
末
で
快
庵
派
と
さ
れ
る
。

　

閉
伊
郡
光
明
寺
は
大
興
寺
末
、
閉
伊
郡
林
宗
寺
は
曹
源
寺
末
、
和
賀
郡
染
黒
寺
は
正
覚
寺
末
で
、
こ
の
三
ヶ
寺
は
共
に
太
源
派
で
あ
る
。

　

閉
伊
郡
瑞
雲
寺
は
永
徳
寺
末
で
道
叟
派
、
松
前
龍
雲
院
の
み
法
幢
寺
末
で
無
底
派
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
正
法
寺
に
近
い
は
ず
の
無
底
派
・
道
叟
派
関
係
の
首
座
は
、
非
常
に
少
な
い
と
感
じ
る
。

　
　
（
七
）
嗣
法
と
記
載
さ
れ
る
例

　

師
僧
と
の
関
係
を
「
長
老
嗣
」
と
記
す
者
が
、
以
下
の
七
人
確
認
さ
れ
る
。

　

43
祖
巌
・
甲
斐
産
・
本
領
城
下
栽
松
院
連
芳
長
老
嗣4

　

53
東
秀
・
本
州
南
部
産
・
本
領
東
山
鳥
海
村
西
光
寺
楚
天
長
老
嗣4

　

77
禅
鏡
・
越
中
産
・
本
領
伊
沢
郡
中
畑
村
大
儀
寺
正
道
長
老
嗣4

　

81
仙
山
・
本
州
南
部
産
・
本
領
東
山
濱
横
沢
村
松
山
寺
毫
天
長
老
嗣4

　

85
素
法
・
本
州
南
部
産
・
本
領
東
山
折
壁
村
龍
雲
寺
寳
岩
長
老
嗣4
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89
海
運
・
本
州
南
部
産
・
本
領
江
刺
郡
増
沢
村
万
松
寺
東
運
長
老
嗣4

　

98
徳
岩
・
本
州
南
部
産
・
江
刺
菅
生
村
菅
生
院
逸
鳳
長
老
嗣4

　

多
く
の
場
合
は
、
「
長
老
徒4

・
長
老
之
徒4

」
も
し
く
は
「
和
尚
徒4

」
と
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
嗣
」
と
の
意
味
の
違
い
が
、
存
在
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
「
嗣
」
を
「
嗣
法
」
の
意
味
と
す
る
な
ら
ば
、
嗣
法
後
に
首
座
任
に
着
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

か
。
当
時
の
制
度
を
今
一
度
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
（
八
）
受
業
師
不
明
の
例

　

受
業
師
が
不
明
の
例
が
、
以
下
の
四
人
確
認
さ
れ
る
。

　

28
大
仙
・
足
柄
郡
山
王
原
村
宗
福
寺

　

29
端
山
・
駒
郡
麻
尾
村
大
福
寺

　

87
良
龍
・
相
模
曽
我
村
瑞
雲
院

　

93
宗
芳
・
尾
張
知
多
郡
寺
本
村
大
祥
院

　

ま
た
、
受
業
師
の
代
わ
り
に
「
衆
寮
・
首
座
」
と
記
さ
れ
る
例
が
あ
る
。

　

105
舜
芳
・
出
雲
神
門
郡
上
乗
寺　

衆
寮

　

106
祖
賢
・
尾
張
愛
知
郡
大
森
邑
宝
林
寺　

首
座

　

こ
の
年
だ
け
な
の
で
、
何
ら
か
の
事
情
、
記
録
者
の
誤
記
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
寺
院
名
・
授
業
師
共
に
不
明
な
例
も
あ
る
。

　

199
賢
芳
・
近
江

　

本
史
料
に
記
さ
れ
る
内
容
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
首
座
招
聘
が
行
わ
れ
る
事
前
の
や
り
取
り
の
中
で
、
既
に
確
認
さ
れ
て
い
た
で
あ
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ろ
う
。
そ
れ
は
、
他
の
寺
院
か
ら
や
っ
て
来
た
身
元
不
明
の
僧
侶
に
、
首
座
を
勤
め
さ
せ
る
こ
と
な
ど
想
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
首
座

の
出
自
・
修
行
歴
・
受
業
師
は
、
必
須
の
確
認
事
項
と
思
わ
れ
る
が
、
記
載
漏
れ
か
、
何
ら
か
の
事
情
が
生
じ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
『
夏
冬
首
座
記
帳
』
記
載
の
正
法
寺
江
戸
後
期
百
年
間
に
わ
た
る
記
録
を
読
み
解
い
て
み
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
特

徴
・
問
題
点
を
論
じ
て
見
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
、
正
法
寺
と
全
国
各
地
の
寺
院
と
の
交
流
関
係
、
首
座
の
人
材
確
保
の
苦
労
や
修
行
僧
の

動
向
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
窺
い
知
れ
た
。

　

江
戸
時
代
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
広
範
囲
か
ら
人
材
を
集
め
、
首
座
に
任
じ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
動

き
が
何
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
元
と
な
っ
た
交
流
関
係
、
情
報
伝
達
の
問
題
点
な
ど
、
新
た
な
疑
問
も
生
じ
た
の
で
あ

る
。
江
戸
期
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
人
材
交
流
の
実
際
を
深
く
探
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
期
宗
門
の
特
徴
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註
（
１
）
江
湖
会
に
関
す
る
規
程
・
三
法
幢
地
許
可
・
結
制
の
諸
規
定
・
首
座
の
資
格
・
常
恒
会
片
法
幢
会
増
設
の
規
程
等
に
関
し
て
は
、
栗
山
泰
音
『
總
持
寺

史
』
「
第
六
篇
・
寺
格
史
、
第
六
章
・
結
制
興
行
に
係
る
関
三
刹
諸
令
逹
の
梗
概
、
第
七
章
・
三
法
幢
地
許
可
の
基
準
と
諸
要
件
」
参
照

　

ま
た
、
江
湖
会
に
関
す
る
諸
規
程
は
、
岡
田
宜
法
『
洞
門
政
要
』
「
第
一
篇
制
度
・
第
七
章
国
法
と
宗
掟
・
第
二
節
宗
掟
」
（
三
）
（
七
）
（
一
二
）

（
一
四
）
（
一
九
）
（
二
三
）
（
二
四
）
参
照



正法寺蔵『夏冬首座記帳』

― 185 ―

　
　
『
夏
冬
首
座
記
帳
』

　

凡
例一

、
岩
手
正
法
寺
所
蔵
『
夏
冬
首
座
記
帳
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
本
史
料
は
、
三
十
五
丁
で
欠
丁
は
な
い
。

一
、
（　

）
で
示
し
た
の
が
丁
数
で
あ
る
。
（
3a
）
は
冒
頭
か
ら
の
通
し
番
号
、
ａ
ｂ
は
表
裏
を
示
す
。

一
、
確
認
の
便
を
考
慮
し
て
、
首
座
に
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
た
。

一
、
最
初
の
二
丁
が
、
常
居
会
地
認
可
の
経
緯
、
残
り
全
て
が
首
座
の
名
簿
で
あ
る
。

一
、
閉
井
郡
＝
閉
伊
郡
・
邑
＝
村
、
等
の
表
記
の
違
い
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

し
か
し
、
防
耆
・
染
墨
寺
・
宗
畜
寺
等
、
明
ら
か
に
写
誤
と
思
わ
れ
る
記
載
は
、
こ
れ
を
正
し
た
。

一
、
俗
字
・
異
体
字
・
略
字
に
関
し
て
は
全
部
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
字
体
を
あ
ら
た
め
た
も
の
も
あ
る
。

夏
冬
首
座
記
帳　
　

表
紙
・
直
書
き

宝
暦
七
年
丑
ノ
九
月
十
九
日
入
院
其
冬
結
制
、
翌
寅
ノ
正
月
門
中
廻
勧
化
、
同
二
月
普
請
ニ
取
付
半
途
ニ
致
置
キ
、
同
七
月
五
日
仙
臺
江

登
、
入
院
并
御
入
部
御
目
見
、
常
會
願
ノ
御
暇
願
相
出
、
四
ケ
寺
江
モ
添
書
願
相
出
。
同
九
月
十
日
願
相
調
、
同
十
五
日
江
戸
江
出
立
。
常

會
願
大
中
寺
御
取
上
無
之
。
翌
年
卯
ノ
五
月
帰
寺
。
開
山
忌
用
意
普
請
造
作
。
辰
年
六
月
十
四
日
開
山
四
百
年
忌
相
過
、
同
十
三
年
未
ノ
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九
月
乍
續
目
能
登
江
出
立
、
従
本
山
三
ケ
寺
江
直
書
、
五
役
寺
ヨ
リ
鑑
司
江
書
状
共
被
相
出
。
同
十
月
江
戸
江
廻
三
ケ
寺
江
經
内
意
。
同
十
二

月
帰
寺
、
同
十
四
年
申
ノ
正
月
廿
日
出
立
仙
臺
江
登
。
御
暇
願
四
ケ
寺
江
之
逹
、
三
ケ
寺
江
之
添
書
相
調
。
同
月
廿
八
日
出
立
申
（
1a
）
江

戸
江
登
。
同
三
月
ヨ
リ
三
ケ
寺
江
申
入
、
同
四
月
三
ケ
寺
前
出
府
届
相
濟
。
同
六
月
常
會
願
麻
布
竜
穏
寺
御
懸
ニ
而
御
取
上
。
同
九
月
廿
八

日
三
ケ
寺
御
一
同
被
成
願
御
持
参
寺
社
御
奉
行
酒
井
飛
騨
守
殿
江
被
相
出
。
同
閏
十
二
月
六
日
常
會
御
免
許
被
仰
出
。
同
九
日
三
ケ
寺
御

列
座
被
仰
渡
并
壁
書
免
牘
永
平
寺
江
之
添
書
、
本
山
江
ノ
返
書
、
四
ケ
寺
江
之
返
礼
共
被
相
渡
。
同
十
一
日
三
ケ
寺
并
ニ
監
司
方
江
之
礼
相
濟
。

同
十
九
日
寺
社
御
奉
行
御
列
席
之
御
礼
被
仰
付
則
御
老
中
寺
社
御
奉
行
礼
廻
、
三
ケ
寺
共
相
廻
。
寺
社
御
奉
行
御
列
席
御
礼
之
節
者
三
ケ

寺
ニ
テ
ハ
正
法
寺
次
ニ
被
召
出
。
此
日
之
供
奉
者
御
屋
敷
ヨ
リ
（
1b
）
廿
八
九
人
上
之
失
墜
ニ
テ
被
借
下
。
此
年
年
号
改
明
和
也
。
翌
明
和

二
酉
ノ
年
正
月
五
日
江
戸
ヨ
リ
出
立
。
同
十
九
日
永
平
寺
江
着
。
同
廿
四
日
免
牘
被
相
出
。
同
年
二
月
一
日
總
持
寺
江
着
、
従
三
ケ
寺
之
返

書
相
出
礼
披
露
共
ニ
相
濟
。
同
三
月
仙
臺
江
着
、
従
三
ケ
寺
、
四
ケ
寺
江
之
返
書
相
逹
。
常
會
披
露
上
江
モ
常
會
披
露
御
機
嫌
伺
、
前
申
ノ

九
月
正
法
寺
江
被
為
入
御
礼
共
ニ
貼
具
志
摩
殿
ヲ
以
申
上
、
同
十
九
日
帰
寺
。
同
廿
七
日
常
會
初
法
幢
入
寺
。
（
2a
）

 

　
　

明
和
二
乙
酉
年 

 
 

 

1 

一
豊
前
産 

同
州
宇
佐
郡
妻
垣
村　

神
徳
寺
活
鯨
長
老
徒 

黙
翁 

 

2 

一
石
見
産 

伯
州
会
見
郡
小
松
村　

雲
光
寺
梅
堂
長
老
徒 

泰
陽 

 

 

　
　

明
和
三
丙
戌
年 

 
 

 

3 

一
越
中
産 

同
州
射
水
郡
高
岡
郷
関
邑　

瑞
龍
寺
虎
関
和
尚
徒 

丹
翁 

 

4 

一
美
濃
産 

同
州
関
之　

龍
泰
寺
透
空
和
尚
徒　
　

 　
　
　
　

龍
渓 

3a 

 

　
　

明
和
四
丁
亥
年 

 
 

 

5 

一
美
濃
産 

同
州
可
児
郡
大
原
村　

普
賢
寺
官
龍
長
老
徒 
満
岩 
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6 

一
本
州
産 

同
州
伊
達
郡
保
原
村　

仙
林
寺
祖
玄
長
老
徒 

無
外 

 

 
　
　

明
和
五
戊
子
年 

 
 

 

7 
一
信
濃
産 

同
州
更
級
郡
牧
田
中
村　

興
禅
寺
宗
海
長
老
徒 

梵
州 

 

8 

一
防
耆
産 

同
州
都
濃
郡
久
米
村　

慈
福
寺
禅
海
長
老
徒 

的
傳 

3b 

 

　
　

明
和
六
己
丑
年 

 
 

 

9 

一
参
河
産 

武
州
江
戸
深
川
越
中
嶋　

大
原
寺
大
休
長
老
徒 

融
山 

 

10 

一
但
馬
産 
同
州
城
崎
郡
小
嶋
村　

長
源
寺
紹
山
長
老
徒 

霊
源 

 

 

　
　

明
和
七
庚
寅
年 

 
 

 

11 

一
美
濃
産 

同
州
武
儀
郡
安
毛
村　

永
昌
院
白
毛
長
老
徒 

春
豊 

 

12 

一
上
野
産 

同
州
甘
楽
郡
高
尾
村　

長
學
寺
宣
寧
長
老
徒 

宣
明 

4a 

 

　
　

明
和
八
辛
卯
年 

 
 

 

13 

一
美
濃
産 

同
州
武
儀
郡
小
野
村　

徳
巌
寺
大
雲
長
老
徒 

蟠
龍 

 

14 

一
美
濃
産 

同
州
賀
茂
郡
鋳
物
師
屋
村　

普
門
院
蜜
雲
長
老
徒 

梅
天 

 

 

　
　

明
和
九
壬
辰
年 

 
 

 

15 

一
丹
後
産 

同
州
加
佐
郡
下
東
村　

東
善
寺
直
指
長
老
徒 

宜
先 

 

16 

一
美
濃
産 

同
州
武
儀
郡
松
森
村　

長
徳
院
丹
頂
長
老
徒 

大
超 

4b 

 

　
　

安
永
二
癸
巳
年 

八
月
廿
日
素
英
秋
入
院 

 
 

17 

一
出
雲
産 

同
州
飯
石
郡
多
久
和
村　

寿
福
寺
提
宗
長
老
徒 
慧
玉 

 

18 

一
尾
張
産 

武
州
下
足
立
郡
伊
興
村　

薬
師
寺
寛
量
長
老
徒 
寛
孝 
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安
永
三
甲
午
年 

客
殿
新
造 

 
 

19 

一
美
濃
産 

同
州
武
儀
郡
関　

廣
福
寺
慈
探
長
老
徒 　
　
　
　
　
　
　
　

別
宗 

 

20 
一
遠
江
産 

同
州
佐
野
郡
伊
達
方
村　

慶
雲
寺
鐵
鯨
長
老
徒 

　
　
　
　

育
圓 

5a 

 

　
　

安
永
四
乙
未
年 

 
 

 

21 

一
加
賀
産 

同
州
石
川
郡
金
沢
府
八
坂　

雲
龍
寺
蔵
鱗
長
老
徒 　
　
　
　

廓
川 

 

22 

一
甲
斐
産 

同
州
八
代
郡
大
塚
村　

林
泉
寺
智
仙
長
老
徒 

　
　
　
　

象
峰 

 

 

　
　

安
永
五
丙
申
年 

五
月
廿
八
日
慧
達
夏
進
山 

 
 

23 

一
美
濃
産 
武
州
下
足
立
郡
伊
興
村　

薬
師
寺
寛
量
長
老
徒 

　
　
　
　

寛
隆 

 

24 

一
美
濃
産 

同
州
賀
茂
郡
田
代
山
寺
村　

洞
雲
寺
高
寛
長
老
徒 　
　
　
　

寛
充 

5b 

 

　
　

安
永
六
丁
酉
歳 

 
 

 

25 

一
美
濃
産 

江
州
大
上
郡
彦
根
城　

清
凉
寺
鐵
印
長
老
徒 

　
　
　
　

鐵
舟 

 

26 

一
遠
江
産 

本
州
磐
井
郡
狼
河
原
邑　

大
慈
寺
孤
峯
長
老
徒 

　
　
　
　

尖
牛 

 

 

　
　

安
永
七
戊
戌
年 

 
 

 

27 

一
武
州
産 

同
州
多
摩
郡
高
井
土
邑　

長
泉
寺
玄
提
長
老
徒 

　
　
　
　

道
光 

 

28 

一
相
州
産 

同
州
足
柄
郡
山
王
原
村　

宗
福
寺　

長
老
徒 

　
　
　
　

大
仙 

6a 

 

　
　

安
永
八
己
亥
年 

 
 

 

29 

甲
州
産 

　
　
　
　

同
州
駒
郡
麻
尾
村　

大
福
寺　

長
老
徒　

 

　
　
　
　

端
山 

 

30 

越
後
産 

　
　
　
　

同
州
蒲
原
郡
大
安
寺
村　

盛
岩
寺
貫
之
長
老
徒 
　
　
　
　

永日
山 

 

　
　

安
永
九
庚
子
年　
　

八
月
十
二
日
東
海
秋
進
山 
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31 

相
州
産 

　
　
　
　

同
州
大
住
郡
落
幡
村　

極
楽
寺
泰
門
長
老
徒 

　
　
　
　

泰
瑞 

 
32 

加
賀
産 

　
　
　
　

金
沢
府
浅
野
川　

廣
誓
寺
鐡
岩
長
老
徒 　
　
　
　
　
　
　
　

真
龍 

6b 

 
　
　

安
永
十
辛
丑
年　
　

四
月
十
三
日
年
号
改
元  

 

33 

豊
前
産 
　
　
　
　

同
州
企
救
郡
小
倉
城
下　

宗
玄
寺
仏
海
長
老
徒 

　
　
　
　

海
印 

 

34 

上
総
産 
　
　
　
　

同
州
周
維
郡
鎌
滝　

天
南
寺
発
涯
長
老
徒 

　
　
　
　

耕
道 

 

 

　
　

天
明
二
壬
寅
年 

 
 

 

35 

出
羽
産 

　
　
　
　

同
州
飽
海
郡
酒
田　

持
地
院
大
僊
長
老
徒 

　
　
　
　

法
運 

 

36 

但
馬
産 

　
　
　
　

同
州
出
石
城
下　

吉
祥
寺
覺
聞
長
老
徒 　
　
　
　
　
　
　
　

圓
宗 

7a 

 

　
　

天
明
三
癸
卯
年 

 
 

 

37 

伊
勢
産 

　
　
　
　

同
州
一
志
郡
大
阿
坂
村　

淨
眼
寺
恵
燈
長
老
徒 

　
　
　
　

金
毛 

 

38 

甲
斐
産 

　
　
　
　

同
州
巨
摩
郡
神
取
村　

大
林
寺
月
潭
長
老
徒 

　
　
　
　

高
天 

 

 

　
　

天
明
四
甲
辰
年 

 
 

 

39 

豊
前
産 

　
　
　
　

同
州
企
救
郡
小
倉
城
下　

宗
玄
寺
仏
海
長
徒 

　
　
　
　

貫
道 

 

　40 

伊
勢
産 

　
　
　
　

同
州
一
志
郡
大
阿
坂
村　

淨
眼
寺
良
堂
長
老
徒 

　
　
　
　

禅
苗 

7b 

 

　
　

天
明
五
乙
巳
年 

 
 

 

41 

豊
前
産 

　
　
　
　

同
州
企
救
郡
小
倉
城
下　

宗
玄
寺
仏
海
長
老
徒 

　
　
　
　

没
量 

 

42 

壱
岐
産 

　
　
　
　

同
州
石
田
郡
武
生
水
村　

喜
應
寺
天
苗
長
老
徒 

　
　
　
　

大
真 

 

 

　
　

天
明
六
丙
午
年 

 
 

 

43 

甲
斐
産 

　
　
　
　

本
領
城
下
栽
松
院
連
芳
長
老
嗣　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

祖
巌 
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44 

壱
岐
産 

　
　
　
　

同
州
棚
江
郡
諸
吉
村　

天
徳
寺
祖
石
長
老
徒 

　
　
　
　

大
提 

8a 

 
　
　

天
明
七
丁
未
年 

 
 

 

45 
壱
岐
産 

　
　
　
　

同
州
石
田
郡
長
頭
村　

古
渓
寺
禅
龍
長
老
徒 

　
　
　
　

禅
逹 

 

46 
豊
前
産 
　
　
　
　

同
州
企
救
郡
小
倉
城
下　

宗
玄
寺
仏
海 　
　
　
　
　
　
　
　

海
潮 

 

 

　
　

天
明
八
戊
申
年 

 
 

 

47 

駿
河
産 

　
　
　
　

同
州
駿
東
郡
獅
子
濱
村　

楞
嚴
院
周
寛
長
老
徒 

　
　
　
　

實
宗 

 

48 

尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
春
日
井
郡
田
幡
村　

西
来
寺
藏
山
長
老
徒 

　
　
　
　

梵
秀 

8b 

 

　
　

寛
政
元
己
酉
年 

 
 

 

49 

駿
河
産 

　
　
　
　

同
州
駿
東
郡
獅
子
濱
村　

楞
嚴
院
梅
堂
長
老
徒 

　
　
　
　

密
元 

 

50 

豊
前
産 

　
　
　
　

同
州
中
津
郡
大
村　

瑞
龍
寺
未
兆
長
老
徒 

　
　
　
　

未
参 

 

 

　
　

寛
政
二
庚
戌
年 

七
月
廿
一
日
俊
巌
入
院 

 
 

51 

伊
豆
産 

　
　
　
　

同
州
田
方
郡
日
向
村　

日
輪
寺
寛
亮
長
老
徒 

　
　
　
　

寛
説 

 

52 

出
羽
産 

　
　
　
　

同
州
村
山
郡
谷
沢
村　

長
福
寺
月
峰
長
老
徒 

　
　
　
　

栄
峯 

9a 

 

　
　

寛
政
三
辛
亥
年 

 
 

 

53 

本
州
南
部
産 

本
領
東
山
鳥
海
村　

西
光
寺
楚
天
長
老
嗣 

　
　
　
　

東
秀 

 

54 

肥
前
産 

　
　
　
　

同
州
神
埼
郡
箱
川
村　

妙
雲
寺
大
綱
長
老
徒 

　
　
　
　

綱
宗 

 

 

　
　

寛
政
四
壬
子
年 

 
 

 

55 

出
羽
産 

　
　
　
　

同
州
由
利
郡
本
庄
村　

蔵
堅
寺
法
圓
長
老
徒 
　
　
　
　

知
音 

 

56 

武
蔵
産 

　
　
　
　

同
州
高
麗
郡
野
田
村　

長
徳
寺
祝
鳳
長
老
徒 
　
　
　
　

大
鳳 

9b 



正法寺蔵『夏冬首座記帳』

― 191 ―

 

　
　

寛
政
五
癸
丑
歳 

 
 

 
57 

一
肥
前
産 

同
州
杵
嶋
郡
大
野
村　

瑞
應
寺
洞
國
長
老
徒 

　
　
　
　

泰
洲 

 

58 
一
本
州
産 

同
州
鹿
角
郡
大
田
村　

正
観
寺
覺
翁
長
老
徒 

　
　
　
　

天
麟 

 

 

　
　

寛
政
六
甲
寅
歳 

 
 

 

59 

一
武
州
産 

同
州
入
間
郡
入
間
川
村　

慈
眼
寺
宣
黙
長
老
之
徒 　
　
　
　

柏
芝 

 

60 

一
羽
州
産 

庄
内
田
川
郡
久
田
村　

真
秀
寺
大
喝
長
老
之
徒 

　
　
　
　

大
勇 

10b 

 

　
　

寛
政
七
乙
卯
歳 

 
 

 

61 

一
武
州
産 
高
麗
郡
新
堀
村　

正
覚
寺 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
榮 

 

62 

一
武
州
産 

同
州
崎
玉
郡
處
久
保
邑　

慈
眼
院
雄
仙
長
老
之
徒 　
　
　
　

宗
興 

 

 

　
　

寛
政
八
丙
辰
歳 

 
 

 

63 

一
和
州
産 

同
州
吉
野
郡
葛
川
中
村　

雲
龍
寺
耕
道
長
老
之
徒 　
　
　
　

大
心 

 

64 

一
摂
州
産 

同
州
生
玉
郡
天
王
寺
上
寺
町　

鳳
林
寺
番
仙
和
尚
徒 

亮
全 

11a 

 

　
　

寛
政
九
丁
巳
歳 

 
 

 

65 

越
後
産 

　
　
　
　

同
州
蒲
原
郡
木
津　

圓
通
寺
祖
線
長
老
之
徒 

　
　
　
　

鐵
牛 

 

66 

越
中
産 

　
　
　
　

本
州
下
伊
沢
郡
前
沢
駅　

西
岩
寺
唯
峰
長
老
之
徒 　
　
　
　

恵
淳 

 

 

　
　

寛
政
十
戊
午
歳 

 
 

 

67 

越
後
産 

　
　
　
　

同
州
蒲
原
郡
燕
町　

萬
能
寺
越
秀
長
老
徒 

　
　
　
　

睦
峰 

 

68 

相
州
産 

　
　
　
　

同
州
足
柄
下
郡
宮
野
上
村　

保
善
院
雄
峰
和
尚
徒 　
　
　
　

洞
林 

11b 

 

　
　

寛
政
十
一
己
未
年　

二
月
廿
四
日
炎
焼 
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69 

紀
州
産 

　
　
　
　

那
草
郡
若
山
城
岡
谷　

珊
瑚
寺
祥
山
和
尚
徒 

　
　
　
　

逸
山 

 
70 

長
州
産 

　
　
　
　

豊
浦
郡
長
府
城
小
串
邑　

耕
雲
寺
東
海
長
老
徒 

　
　
　
　

實
應 

 

 
　
　

寛
政
十
二
庚
申
年 

 
 

 

71 
防
州
之
産　
　
　
　

同
佐
波
徳
地
野
谷
村　

吉
祥
寺
霊
峰
長
老
徒 

　
　
　
　

大
應 

 

72 

安
房
産　
　
　
　
　

同
州
平
郡
瀧
田
邑　

龍
善
寺
獨
光
長
老
徒 

　
　
　
　

大
宗 

12a 

 

　
　

享
和
元
辛
酉
歳 

 
 

 

73 

周
防
産 

　
　
　
　

同
州
濃
郡
徳
山　

興
元
寺
辨
之
長
老
徒　
　
　
　

 　
　
　
　

養
道 

 

74 

濃
州
産 

　
　
　
　

同
州
恵
那
郡
東
野
邑　

宗
久
寺
探
玄
長
老
徒 

　
　
　
　

悟
山 

 

 

　
　

享
和
二
壬
戌
歳 

 
 

 

75 

備
中
産 

　
　
　
　

同
州
阿
賀
郡
新
見
城　

雲
居
寺
玉
輪
長
老
徒 

　
　
　
　

慧
淳 

 

76 

奥
州
産 

　
　
　
　

同
州
南
部
稗
貫
郡
土
沢　

常
光
寺
十
州
長
老
之
徒 　
　
　
　

壷
春 

12b 

 

　
　

享
和
三
癸
亥
年 

 
 

 

77 

越
中
産 

　
　
　
　

本
領
伊
沢
郡
中
畑
村　

大
儀
寺
正
道
長
老
嗣 

　
　
　
　

禅
鏡 

 

78 

越
中
産 

　
　
　
　

同
州
礪
波
郡
中
田
邑　

萬
年
寺
盤
広
長
老
之
徒 

　
　
　
　

鞭
牛 

 

 

　
　

享
和
四
甲
子
歳　
　

此
年
二
月
九
日
文
化
改
元 

 
 

79 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
大
野
邑　

齊
年
寺
一
参
長
老
之
徒 

　
　
　
　

逸
鱗 

 

80 

本
州
産　
　
　
　
　

南
部
領
閉
伊
郡
綾
織
邑　

光
明
寺
覺
林
長
老
之
徒 　
　
　
　

独
峰 

13a 

 

　
　

文
化
二
乙
丑
年 

 
 

 

81 

本
州
南
部
産　
　
　

本
領
東
山
濱
横
沢
村　

松
山
寺
毫
天
長
老
嗣 
　
　
　
　

仙
山 
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82 

尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
春
日
井
郡
如
意
村　

岳
桂
院
仙
牛
長
老
徒 

　
　
　
　

實
岩 

 

 
　
　

文
化
三
丙
寅
年 

三
月
十
六
日
大
巌
入
院 

 
 

83 
尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
大
野
村　

齊
年
寺
歓
兮
長
老
徒 

　
　
　
　

雷
喚 

 

84 

石
見
産 
　
　
　
　

同
州
那
賀
郡
神
主
村　

大
平
寺
大
雄
長
老
徒 

　
　
　
　

栄
瑞 

14a 

 

　
　

文
化
四
丁
卯
年 

 
 

 

85 

本
州
南
部
産　
　
　

本
領
東
山
折
壁
村　

龍
雲
寺
寳
岩
長
老
嗣 

　
　
　
　

素
法 

 

86 

尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
大
野　

齊
年
寺
歓
兮
長
老
徒　
　
　
　

 

篤
宗 

 

 

　
　

文
化
五
戊
辰
年 

 
 

 

87 

相
模
産 

　
　
　
　

同
州　

曽
我
村　

瑞
雲
院　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

良
龍 

 

88 

尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
丹
羽
郡
下
野
村　

安
穏
寺
現
城
長
老
徒 

　
　
　
　

益
全 

14b 

 

　
　

文
化
六
己
巳
年　
　

十
二
月
朔
日
雅
孝
入
院  

 

89 

本
州
南
部
産　
　
　

本
領
江
刺
郡
増
沢
村　

万
松
寺
東
運
長
老
嗣 

　
　
　
　

海
運 

 

90 

越
前
産　
　
　
　
　

遠
州
豊
田
郡
牛
飼
村　

大
福
寺
秀
仙
長
老
徒 

　
　
　
　

全
海 

 

 

　
　

文
化
七
庚
午
年　
　

六
月
十
四
日
開
山
四
百
五
十
年
忌  

 

91 

遠
州
産 

　
　
　
　

同
州
佐
野
郡
本
郷
村　

長
福
寺
祐
山
長
老
徒 

　
　
　
　

宗
珍 

 

92 

本
州
産 

　
　
　
　

南
部
閉
井
郡
津
軽
石
村　

瑞
雲
寺
白
峯
長
老
徒 

　
　
　
　

文
道 

15a 

 

　
　

文
化
八
辛
未
年 

客
殿
再
造
立 

 
 

93 

尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
寺
本
村　

大
祥
院　
　
　
　
　
　
　
　

 

宗
芳 

 

94 

若
狭
産 

　
　
　
　

同
州
三
方
郡
織
田
村　

芳
春
寺
胤
明
長
老
徒　
　
　
　

 

大
教 
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文
化
九
壬
申
年 

十
一
月
十
六
日
玄
峰
入
院 

 
 

95 

能
登
産 

　
　
　
　

同
州
鳳
来
至
郡
川
島
村
穴
水　

瑞
源
寺
天
如
長
老
徒 

観
道 

 

96 
本
州
南
部
産 

同
州
閉
井
郡
鵜
住
居
村　

常
楽
寺
祖
明
長
老
徒 

　
　
　
　

賢
道 

15b 

 

　
　

文
化
十
癸
酉
年 

 
 

 

97 

尾
張
産 
　
　
　
　

同
州
知
多
郡
乙
川
村　

海
蔵
寺
智
碩
長
老
徒 

　
　
　
　

鼎
州 

 

98 

本
州
南
部
産 

江
刺
菅
生
村　

菅
生
院
逸
鳳
長
老
嗣　
　
　
　

 

　
　
　
　

徳
岩 

 

 

　
　

文
化
十
一
甲
戌
年 

 
 

 

99 

石
見
産 

　
　
　
　

同
州
銀
山
御
料
邇
摩
郡
静
間
村　

円
通
寺
快
禅
長
老
徒 

快
宗 

 

100 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
寺
本
村　

大
祥
院
泰
恕
長
老
徒　
　
　
　

 

祖
禅 

16a 

 

　
　

文
化
十
二
乙
亥
年 

 
 

 

101 

本
州
南
部
産 

南
部
森
岡
北
山　

恩
流
寺
祖
明
長
老
徒　
　
　
　

 　
　
　
　

独
照 

 

102 

本
州
産 

　
　
　
　

南
部
岩
手
郡
平
笠
村　

吉
祥
寺
秀
孝
長
老
徒 

　
　
　
　

徳
秀 

 

 

　
　

文
化
十
三
丙
子
年 

 
 

 

103 

信
州
産 

　
　
　
　

同
州
筑
摩
郡
麻
績
村　

法
善
寺
祥
山
長
老
徒 

　
　
　
　

虎
範 

 

104 

能
州
産 

　
　
　
　

同
州
鳳
気
至
郡
日
野
尾
村　

覚
皇
院
祖
印
長
老
徒 　
　
　
　

爲
則 

16b 

 

　
　

文
化
十
四
丑
年 

 
 

 

105 

雲
州
産 

　
　
　
　

同
州
神
門
郡　

上
乗
寺
衆
寮　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

舜
芳 

 

106 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
愛
知
郡
大
森
邑　

宝
林
寺
衆
寮　
　
　
　

 
　
　
　
　

祖
賢 

 

 

　
　

文
化
十
五
寅
年 

此
年
文
政
改
元 
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107 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
大
野
村　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒 

　
　
　
　

寛
陵 

 
108 

尾
州
産 

　
　
　
　

濃
州
池
田
郡
脛
永
村　

法
幢
寺
天
桂
長
老
徒 

　
　
　
　

大
雄 

17a 

 
　
　

文
政
二
卯
年
夏 

 
 

 

109 

野
州
産 
　
　
　
　

川
内
郡
蛭
沼
邑　

山
王
寺
萬
全
長
老
徒　
　
　
　

 　
　
　
　

悟
山 

 

 

　
　

文
政
二
卯
年
冬 

 
 

 

110 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
大
野
村　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒 

　
　
　
　

瑞
峰 

 

 
 

文
政
二
卯
年
冬
十
二
月
十
日
恵
潭
入
院　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

17b 

 

　
　

文
政
三
辰
年
夏

111　
　
　

本
州
南
部
産 

盛
岡
三
戸
郡
澤
田
邑　

東
光
寺
恵
参
長
老
徒 

　
　
　
　

恵
恩 

 

112 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
大
野
邑　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒 

　
　
　
　

越
宗 

 

 

　
　

文
政
四
巳
年
夏 

 
 

 

113 

尾
州
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
常
滑
邑　

總
心
寺
青
州
長
老
徒 

　
　
　
　

大
道 

 

114 

本
州
南
部
産 

花
巻
和
賀
郡
太
田
村　

昌
歓
寺
探
中
長
老
徒 

　
　
　
　

禅
山 

18a 

 

　
　

文
政
五
午
年
夏 

此
年
十
月
八
日
大
守
齊
義
公
御
出
馬
被
ルレ
為
セ二
当
山
ニ
入
ラ一
御
膳
并
茶
菓
子
奉
献 

 

115 

尾
張
産 

　
　
　
　

同
州
知
多
郡
須
佐
村　

正
衆
寺
宗
孝
長
老
徒 

　
　
　
　

孝
隆 

 

116 

尾
張
産 

　
　
　
　

濃
州
恵
那
郡
正
家
村　

圓
通
寺
瑞
苗
長
老
徒 

　
　
　
　

逸
苗 

 

 

　
　

文
政
六
未
夏 

 
 

 

117 

尾
州
産　
　
　
　

 

同
州
知
多
郡
大
野
邑　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒 

 

寂
宥 

 

　
　

文
政
六
未
冬 
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118 

本
州
南
部
産 

岩
手
郡
盛
岡
城
下　

東
顕
寺
亮
天
長
老
徒　
　
　
　

 

白
禅　

18b 
 

 
　
　

文
政
七
申
夏 

 
 

 

119 
本
州
南
部
産 

岩
手
郡
盛
岡
城
下　

東
顕
寺
亮
天
長
老
徒　
　
　
　

 

紹
榮 

 

120 
本
州
南
部
産 

江
刺
郡
片
岡
邑　

正
重
寺
正
山
長
老
徒　
　
　
　

 　
　
　
　

法
泉 

 

 

　
　

文
政
八
酉
夏 

 
 

 

121 

羽
州
秋
田
産　
　

 

仙
北
郡
寺
澤
邑
之　

満
福
寺
應
仙
長
老
徒　
　
　
　

 

堅
光 

 

122 

周
防
産　
　
　
　

 
同
州
佐
波
郡
三
田
尻
邑　

正
福
寺
海
鱗
長
老
徒 

　
　
　
　

月
船 

 

 

　
　

文
政
九
戌
夏　
　
　

 

　
　
　

 

　
　
　

 
 

 

　
　
　
　

 

19a 

123 

羽
州
村
山
産 

奥
州
東
山
黄
海
邑　

寶
珠
寺
祖
峰
長
老
徒　
　
　
　

 

紹
光 

 

124 

三
州
産　
　
　
　

 

南
部
稗
貫
郡
大
迫
邑　

桂
林
寺
全
提
長
老
徒 

　
　
　
　

鳳
山 

 

 

　
　

文
政
十
亥
年
夏 

 
 

 

125 

越
後
産　
　
　
　

 

信
州
高
井
郡
桜
沢
邑　

藤
與
寺
良
海
長
老
徒　
　
　

 

良
牛 

 

126 

尾
州
産　
　
　
　

 

同
州
知
多
郡
大
野
邑　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒　
　
　
　
　
　

 

黙
底 

19b 

 

　
　

文
政
十
一
子
夏 

 
 

 

127 

本
州
南
部
産 

同
州
南
部
稗
貫
郡
安
俵
邑　

凌
雲
寺
東
吾
長
老
徒 　
　
　
　

大
洞 

 

128 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
立
花
邑　

正
藏
寺
崑
山
長
老
徒 

　
　
　
　

禅
戒 

 

 

　
　

文
政
十
二
丑
夏 

 
 

 

129 

本
州
南
部
産 

花
巻
稗
貫
郡
大
田
邑　

昌
歓
寺
探
中
長
老
徒 
　
　
　
　

金
牛 

20a 

 

　
　

文
政
十
二
丑
冬 
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130 

尾
陽
産　
　
　
　

 

同
州
海
東
郡
津
島
邑　

正
泉
寺
玄
同
長
老
徒 

　
　
　
　

霊
源 

 

 
　
　

文
政
十
三
寅
夏 

此
年
天
保
改
元 

 
 

131 
本
州
南
部
産 

同
州
閉
伊
郡
津
軽
石
邑　

瑞
雲
寺
文
道
長
老
徒 

　
　
　
　

文
英 

20b 

132 

尾
張
産　
　
　
　

 

同
州
知
多
郡
河
和
邑　

全
忠
寺
呑
州
長
老
徒 

　
　
　
　

宏
州 

 

 

　
　

天
保
二
辛
卯
夏 

 
 

 

133 

山
城
産　
　
　
　

 

同
州
綴
喜
郡
八
幡
荘　

華
厳
寺
日昷
光
和
尚
徒 

　
　
　
　

大
夢 

 

 

　
　

天
保
二
辛
卯
冬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

21a 

134 

能
州
産　
　
　
　

 
鳳
至
郡
輪
島
村　

蓮
江
寺
慈
音
長
老
徒　
　
　
　

 　
　
　
　

天
龍 

 

 

　
　

天
保
三
壬
辰
夏 

 
 

 

135 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
立
花
村　

正
藏
寺
崑
山
長
老
徒 

　
　
　
　

泰
嶺 

 

136 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
黒
沢
尻
邑　

染
黒
寺
紹
山
長
老
徒 

　
　
　
　

大
道 

21b 

 

　
　

天
保
四
癸
巳
夏 

此
年
九
月
自
リ
五
ケ
寺
方
丈
大
御
沙
汰
ニ
而
都
合
四
ケ
年
ニ
而
相
渡
申
候
方
丈
隠
居
ニ
五
ケ
院
江
ノ
島 

 
 

137 

勢
州
産　
　
　
　

 

同
州
飯
野
郡
松
名
瀬
村　

正
徳
寺
玄
瑞
長
老
徒 

　
　
　
　

玄
光 

 

138 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
田
瀬
村　

興
禅
院
透
門
長
老
徒 

　
　
　
　

龍
光 

 

 

　
　

天
保
五
午
年 

 
 

 

139 

尾
州
産 

　
　
　

 

同
州
知
多
郡
大
野
邑　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒 

　
　
　
　

東
中 

22a 

140 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
岩
崎
村　

泉
徳
寺
喚
中
長
老
徒 
　
　
　
　

圓
中 

 

 

　
　

天
保
六
乙
未
年 

十
月
良
牛
入
院 
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141 

尾
州
産　
　
　

 

同
州
知
多
郡
大
野
邑　

齊
年
寺
黙
定
長
老
徒 

　
　
　
　

全
用 

 
142 

越
中
産　

 

同
州
新
川
郡
東
岩
瀬
駅　

蘭
昌
寺
大
信
長
老
徒 

　
　
　
　

一
毛 

22b 

 
　
　

天
保
七
丙
申
夏 

 
 

 

143 
勢
州
産　

 

同
州
度
會
郡
川
崎　

不
動
院
篤
宗
長
老
徒 

 

玄
亮 

 

 

　
　

天
保
七
丙
申
冬 

 
 

 

144 

本
州
南
部
産 

同
州
閉
伊
郡
大
槌
村　

江
岸
寺
祖
膺
長
老
徒 

　
　
　
　

祖
恭 

 

 

　
　

天
保
八
酉
年
夏 

 
 

 
 

 
 

23a 

145 

本
州
南
部
産 
同
州
閉
伊
郡
橘
野
村　

林
宗
寺
智
恭
長
老
徒 

　
　
　
　

晦
禅 

 

146 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
倉
沢
村　

福
藏
寺
門
莫
長
老
徒 

　
　
　
　

泰
嵒 

 

 

　
　

天
保
九
戊
戌
夏
歳 
三
月
二
十
六
日
良
翁
入
院 

 
 

147 

尾
州
産 

 

同
州
知
多
郡
常
滑
邑　

天
澤
院
瑞
峰
長
老
徒 

　
　
　
　

太
瑞 

23b 

 

　
　

天
保
九
戌
冬 

 
 

 

148 

南
部
産 

 

同
州
閉
伊
郡
豊
間
根
邑　

寳
珠
院
雄
賢
長
老
徒 

　
　
　
　

義
禅 

 

 

　
　

天
保
十
己
亥
夏 

 
 

 

149 

勢
州
産 
 

同
州
多
気
郡
東
黒
部
邑　

阿
彌
陀
寺
梅
洲
長
老
徒 　
　
　
　

守
言 

 

 

　
　

天
保
十
己
亥
冬 

 
 

 

150 

三
州
産 

 

越
後
蒲
原
郡
久
保
田
村　

太
總
寺
良
碩
長
老
徒 

　
　
　
　

隆
堂 

24a 

 

　
　

天
保
十
一
子
夏 

 
 

 

151 

尾
州
産 

 

同
州
春
日
井
郡
久
地
野
村　

萬
渓
寺
心
宗
長
老
徒 　
　
　
　

榮
森 
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天
保
十
一
子
冬 

 
 

 
152 

羽
州
産 

 

同
州
最
上
郡
福
田
村　

福
田
院
天
量
長
老
徒 

　
　
　
　

智
道 

 

 
　
　

天
保
十
二
丑
ノ
夏 

 
 

 

153 

尾
州
産 

 

同
州
知
多
郡
日
間
賀
嶋　

呑
海
院
大
壽
長
老
徒 

　
　
　
　

仙
丈 

24b 

 

　
　

天
保
十
二
丑
年
冬 

 
 

 

154 

本
州
南
部
産 

和
賀
郡
大
田
村　

昌
観
（
歓
）寺

探
中
長
老
徒  

　
　
　
　

良
宗 

 

 

　
　

天
保
十
三
寅
年
夏 

 
 

 

155 

越
後
州
産 
蒲
原
郡
大
渕
邑　

本
興
寺
道
契
長
老
徒  

　
　
　
　

道
一 

 

156 

尾
州
産 

 

愛
知
郡
名
古
屋
城　

東
海
寺
大
道
長
老
徒 

 

瑞
光 

25a 

 

　
　

天
保
十
四
癸
卯
夏 

 
 

 

157 

尾
張
産 

 

同
州
知
多
郡
河
和
邑　

全
忠
寺
呑
州
長
老
徒 

　
　
　
　

實
全 

 

158 

本
州
南
部
産 

同
州
和
賀
郡
立
花
村　

正
藏
寺
崑
山
長
老
徒 

　
　
　
　

東
玄 

 

 
 

天
保
十
四
癸
卯
年
十
二
月
廿
五
日
良
元
入
院 

 
 

25b 

 

　
　

天
保
十
五
甲
辰
年 

此
年
弘
化
改
元 

 
 

159 

尾
州
産 

 

愛
知
郡
名
古
屋
城　

霊
岳
院
如
山
長
老
徒 

 

絶
参 

 

160 

尾
州
産 

 

春
日
井
郡
大
野
木
邑　

福
田
寺
石
門
長
老
徒 

　
　
　
　

全
牛 

 

 

　
　

弘
化
二
乙
巳
年
夏 

 
 

 

161 

南
部
産 

 

和
賀
郡
皿
木
邑　

永
昌
寺
祖
宗
長
老
徒  
　
　
　
　

圓
珠 

 

162 

南
部
産 

 

閉
伊
郡
遠
野
横
田
邑　

桺
玄
寺
霊
真
長
老
徒 

　
　
　
　

宗
明 

26a 
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弘
化
三
丙
午
年 

 
 

 

 
　
　
　

當
夏
五
月
閏
月
有
之
五
月
廿
日
録
刹
披
露
致
先
五
月
朔
日
入
寺
ナ
リ
向
後
為
心
得
之
左
之
通
印
ス

　
　
　
　
　
　
　

同
年
四
月
二
十
八
日
蒙
住
職
同
閏
五
月
六
日
四
十
七
世
良
天
入
院
也 

 
 

163 
南
部
産 

 

閉
伊
郡
大
槌
邑　

江
岸
寺
智
泰
長
老
徒  

　
　
　
　

泰
玉 

 

164 

本
州
伊
達
産 

伊
達
郡
手
袋
邑　

長
興
寺
良
門
長
老
徒  

　
　
　
　

良
蘂 

 

 

　
　

弘
化
四
丁
未
年 

 
 

 
 

 
 

26b 

165 

南
部
産 

 
閉
伊
郡
橋
野
木
邑　

林
宗
寺
祖
俊
長
老
徒 

 

泰
龍 

 

166 

摂
州
産 

 
豊
島
郡
新
稲
邑　

榮
松
庵
良
暾
長
老
徒  

　
　
　
　

金
嶺 

 

 

　
　

弘
化
五
戊
申
年 
三
月
十
五
日
江
戸
表
ヨ
リ
御
触
出
年
号
相
替
リ
嘉
永
元
ト 

 
 

167 

南
部
産 

 

北
郡
大
畑
邑　

大
安
寺
賢
中
長
老
徒 

 

　
　
　
　

東
岳 

 

168 

南
部
産 

 

閉
伊
郡
宮
古
邑　

常
安
寺
圓
之
長
老
徒  

　
　
　
　

一
峰 

27a 

 

　
　

嘉
永
二
己
酉
年 

 
 

 

169 

南
部
産 

 

閉
伊
郡
大
槌
村　

江
岸
寺
祖
膺
長
老
徒  

　
　
　
　

祖
龍 

 

170 

武
州
産 

 

豊
島
郡
江
戸
牛
込
邑　

鳳
林
寺
瑾
英
長
老
徒 

　
　
　
　

泰
寰 

 

 

　
　

嘉
永
三
庚
戌
年 

 
 

 

171 

南
部
産 

 

閉
伊
郡
綾
織
村　

光
明
寺
栄
中
長
老
徒  

　
　
　
　

葛
純 

27b 

172 

南
部
産 

 

和
賀
郡
立
花
村　

正
藏
寺
禅
戒
長
老
徒  

　
　
　
　

玉
峰 

 

 

　
　

嘉
永
四
辛
亥
年 

 
 

 

173 

南
部
産 

 

八
戸
郡
新
井
田
村　

對
泉
院
寛
秀
長
老
徒 

 

泰
俊 
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174 

南
部
産 

 

稗
貫
郡
宮
森
邑　

善
勝
寺
秀
範
長
老
徒  

　
　
　
　

賢
覚 

28a 

 
　
　

嘉
永
五
壬
子
年 

 
 

 

175 
南
部
産 

 

閉
伊
郡
大
槌
邑　

江
岸
寺
智
恭
徒 

 

　
　
　
　

魯
牛 

 

176 

本
州
産 

 

南
部
閉
伊
郡
津
軽
石
村　

瑞
雲
寺
天
龍
長
老
徒 

　
　
　
　

探
龍 

 

 

　
　

嘉
永
六
癸
丑
年 

 
 

 
 

 
 

28b 

177 

羽
州
産 

 

由
利
郡
黒
川
村　

天
松
寺
欄
牛
徒 

 

　
　
　
　

禅
明 

 

178 

本
州
盛
岡
産 
稗
貫
郡
十
二
丁
目
村　

圓
通
寺
寛
海
長
老
徒 

　
　
　
　

玉
祥 

 

 

　
　

嘉
永
七
庚
寅
年 

此
年
改
元
安
政
ト
ナ
ル 

 
 

179 

本
州
盛
岡
産 

岩
手
郡
盛
岡
城　

永
祥
院
泰
岳
長
老
徒  

　
　
　
　

良
州 

29a 

180 

本
州
盛
岡
産 

和
賀
郡
小
山
田
村　

瀧
澤
寺
祖
眼
長
老
徒 

 

搴
龍 

 

 

　
　

安
政
二
乙
卯
年 

 
 

 

181 

南
部
産 

 

閉
伊
郡
大
槌
邑　

江
岸
寺
祖
膺
長
老
徒  

　
　
　
　

貞
林 

 

182 

南
部
産 

 

和
賀
郡
立
花
邑　

正
藏
寺
佛
仙
長
老
徒  

　
　
　
　

玄
志 

29b 

 

　
　

安
政
三
丙
辰
年 

 
 

 

183 

本
州
南
部
産 

和
賀
郡
黒
沢
尻　

染
黒
寺
不
仙
徒 

 

　
　
　
　

法
随 

 

184 

本
州
盛
岡
産 

岩
手
郡
太
田
邑　

大
松
院
獨
笑
長
老
徒  

　
　
　
　

祖
笑 

 

 

　
　

安
政
四
巳
年 

 
 

 

185 

本
州
盛
岡
産 

岩
手
郡
盛
岡　

永
祥
院
泰
岳
長
老
徒 

 
　
　
　
　

便
戒 

30a 

186 

本
州
盛
岡
産 

岩
手
郡
盛
岡
城　

正
傳
寺
日
洲
長
老
徒  

　
　
　
　

恵
晃 
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安
政
五
年
夏 

 
 

 
187 

南
部
鹿
角
産 

同
郡
毛
馬
内
邑　

仁
叟
寺
祖
巌
長
老
徒  

　
　
　
　

祖
超 

 

 
　
　

安
政
五
午
冬 

 
 

 

188 
尾
州
産 

 

同
州
知
多
郡
大
野
村　

齊
年
寺
黙
底
徒  

　
　
　
　

驢
年 

30b 

 

　
　

安
政
六
未
年 

 
 

 

189 

南
部
産 

 

岩
手
郡
盛
岡
城　

永
泉
寺
雄
明
長
老
徒  

　
　
　
　

真
禅 

 

190 

南
部
産 

 
岩
手
郡
盛
岡
城　

源
勝
寺
南
嶺
長
老
徒  

　
　
　
　

良
碩 

 

 

　
　

万
延
元
申
年 
此
年
三
月
改
元 

 
 

191 

南
部
産 

 

志
和
郡
高
田
村　

高
傳
寺
祥
岳
長
老
徒  

　
　
　
　

圓
牛 

 

192 

南
部
産 

 

岩
手
郡
盛
岡
城　

永
祥
院
爲
孝
長
老
徒  

　
　
　
　

良
機 

 

 

　
　

文
久
元
辛
酉
年 

三
月
十
三
日
良
全
入
院 

 
 

 

31a 

193 

一
本
州
南
部
産 

盛
岡
城　

永
祥
院
爲
光
（
孝
）長

老
徒 

 
 

良
道 

 

194 

一
南
部
産 

閉
伊
郡
遠
野
新
町　

對
泉
院
賢
光
長
老
徒 

 

文
山 

 

 

　
　

文
久
二
戌
年 

 
 

 

195 

一
南
部
産 

閉
伊
郡
舟
越
村　

海
蔵
寺
興
禅
長
老
徒  

　
　
　
　

春
光 

 

196 

一
南
部
産 

八
戸
城　

大
慈
寺
宣
隆
長
老
徒 

 
 

運
暎 

31b 

 

　
　

文
久
三
癸
亥
年
夏 

 
 

 

197 

一
羽
州
産 

米
沢
領
置
賜
郡
宮
内
村　

蓬
莱
院
大
宗
長
老
徒 
　
　
　
　

良
玉 

 

198 

一
羽
州
産 

由
利
郡
本
庄
城　

永
泉
寺
愚
渓
徒 

 
　
　
　
　

紹
心 
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元
治
元
甲
子
年 

 
 

 
199 

一
江
州
産 

 
 

 
 

 

　
　
　
　

賢
芳 

 

 
一 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
　

 

32a 

 
 

元
治
元
子
年
八
月
廿
八
日
良
天
再
住 

 
 

　
　
　
　

200 

一
尾
州
産 

同
州
知
多
郡
篠
島
村　

正
法
寺
圓
明
長
老
徒 

　
　
　
　

天
外 

 

 

　
　

元
治
二
乙
丑
星 

四
月
廿
七
日
入
寺
、
此
年
五
月
有
閏 

 
 

201 

一
本
州
南
部
産 
閉
伊
郡
遠
野
横
田
村　

常
堅
寺
徹
定
長
老
徒 

　
　
　
　

大
雲 

32b 

202 

一
本
州
南
部
産 
北
郡
田
名
部
町　

圓
通
寺
賢
孝
長
老
徒  

　
　
　
　

孝
學 

 

 

　
　

慶
応
二
虎
年
夏 

 
 

 

203 

一
松
前
産 

福
山
城　

龍
雲
院
道
賢
長
老
徒 

 
 

哲
應 

 

204 

一
本
州
南
部
産 

閉
伊
郡
遠
野
長
野
邑　

西
来
院
探
竜
長
老
徒 

　
　
　
　

活
堂 

33a 

 

　
　

慶
応
三
卯
年
夏 

 
 

 

205 

一
本
州
南
部
産 

和
賀
郡
大
巻
邑　

高
金
寺
賢
道
長
老
徒  

　
　
　
　

柏
真 

 

 

　
　

同
年
冬 

 
 

 

206 

一
同
州
南
部
産 

和
賀
郡
皿
木
邑　

永
昌
寺
徳
成
長
老
徒  

　
　
　
　

祖
恩 

 

 

　
　

慶
応
四
辰
年
夏 

四
月
廿
七
日
入
寺 

 
 

 
 

33b 

207 

一
本
州
南
部
産 

閉
伊
郡
遠
野
栃
内
村　

光
岸
寺
徳
明
長
老
徒 

　
　
　
　

廓
禅 

 

208 

一
本
州
松
前 

福
山
城　

龍
雲
院
道
賢
長
老
徒 

 
 

東
開 

 

 

　
　

明
治
二
己
巳
年
夏 
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209 

一
本
州
南
部
産 

閉
伊
郡
大
槌
村　

江
岸
寺
祖
俊
長
老
徒  

 

泰
榮 

34a 

 
　
　

明
治
二
己
巳
年
冬 

 
 

 

210 
一
本
州
南
部
産 

閉
伊
郡
大
槌
村　

江
岸
寺
祖
俊
長
老
徒  

 

燈
観 

 

 

　
　

明
治
三
庚
午
年
夏 

三
月
廿
日
入
寺 

 
 

211 

一
南
部
産 

閉
伊
郡
遠
野
綾
織
村　

光
明
寺
栴
宗
徒  

　
　
　
　

智
海 

34b 

 

　
　

明
治
三
庚
午
年
冬 

 
 

212 

一
肥
後
産 
飽
田
郡
熊
本
城　

流
長
院
熊
峰
長
老
徒  

　
　
　
　

寛
峰 

 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
前
国
牡
鹿
郡
湊
村
梅
渓
寺 

 
 

 
 

明
治
四
辛
未
天
四
月
八
日
四
十
八
世
足
庵
入
院 

 
 

 

　
　

明
治
四
未
年
夏 
四
月
廿
七
日
入
寺 

 
 

213 

一
陸
中
國
産 

下
胆
沢
郡
下
姉
躰
村　

龍
徳
寺
良
道
長
老
徒 

　
　
　
　

良
順 

35a 


